
インフルエンザ  

 

 インフルエンザは、インフルエンザ・ウィルス（Ａ型・Ｂ型）によ

ってひき起こされる感染症である。一般にウィルスに対する薬剤はな

いのだが、インフルエンザには特効薬がある。タミフルは内服で、リ

レンザは吸入である。  

 好発時期は冬季、つまり乾燥しているときである。一般的には 11

月下旬から２月、3 月で、ときに 5 月に及ぶことがある。  

  

表は、空中に飛散したウィルスの 6 時間後生存率である。  

温度  湿度  ウィルス生存率  

20℃  20％  70％  

20℃  50％  3％  

32℃  20％  17％  

 

 つまり、湿気さえ充分にあれば感染しにくくなる。  

発病率は 50％、すなわちウィルスに感染しても 2 人に 1 人は発病し

ない。要するに、感染に対して充分な抵抗力があれば発病しない。仮

に罹ったとしても軽くてすむ。  

 

 インフルエンザに罹っても亡くなることはほとんどない。しんどい

けど。小児や高齢者では生命に脅威をおよぼすことがあるし、解熱剤

によってライ Rye 症候群をおこすことがある。熱を無理矢理下げるの

はどうだろうか、という意味。  

 

潜伏期間、すなわちウィルスが体内に侵入してから発症するまでの

期間は 18～72 時間。ウィルスを撒き散らしている期間は、最初に症

状がでてから 2 日から 5 日である。  

 

症状   以下に書いたものは典型的なもので、そうでないものの方



が多いかも知れない。  

1）  突然発病。激しい前頭部痛、全身がだるい。身体のふしぶし

が痛む。発熱。寒気。ふるえ。力が入らない。  

2）  発病後、数時間（通常２４時間以内）で発熱。37.5℃～38.5℃、

さらに高くなることもある。３８℃以上とかいうけれど、イ

ンフルエンザかどうかには、あまり関係がない。  

3）  呼吸器症状：くしゃみ・鼻みず・鼻づまり。咳。粘っこい痰。  

        のどの乾燥・痛み・充血。  

眼の症状：充血・涙がでる。まぶしかったり、熱っぽい。  

     

    診断   のどぬぐい液または鼻みず、をとって、１０分から１５分

で陽性かどうか判定できます。  

 

    治療   タミフル内服  もっとも手間がかからないが、副作用が

当然あります。下痢、吐気、めまい、頭痛、発疹、

気持が悪いなど。さらに肝障害。まれに意識障害や

わけのわからない行動をしたりする可能性が、とく

に小児に多いといわれているが、はっきりとしたわ

けでもない。インフルエンザ脳症との区別がつかな

いこともあって、投与そのものに慎重になるべきで

ある。だから、予防投与はすすめない。  

         リレンザ    スプレー方式で、呼吸器にしか広がらな

いから全身の反応は基本的にはありません。ただ、

器械の使用法がすこしややこしい。  

 

    一般的注意   マスク  むしろ他の人にうつさないことが目的と

考えたらいい。  

            うがい  のどを潤すと、咳が減少する。  

            安静。栄養をつける。暖かくしておく。  

 



     Ａ型はときに突然変異をおこして、世界的な大流行で死亡する人も  

    大変な数になる。スペイン風邪などがそうであるが、現在は鳥インフ  

ルエンザに警戒の目が向かっている。（鳥インフルエンザの項を参照し  

て下さい。）  

     また、インフルエンザ・ワクチンを接種していても、かかる人は、

少ないけれども、あります。昨年度の当診療所では、インフルエンザ

感染者３４名。うち４名がワクチン接種者で、のこりの３０人は、ワ

クチンをうたなかった人です。  

     今年 2007 年は、ノロウィルスの流行もあったり、暖冬のためか、

少なくとも例年より１ヶ月は流行が遅れている。  

      


